




○種類株式の配当の状況
普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりであります。

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

0 00 58 90 58 90

0 00 59 30 59 30

（Ａ種優先株式）

 30年３月期

 31年３月期

 31年３月期（予想）

－ －

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期　末 合計

年間配当金

－

－



【添付資料】

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報………………………………………２

（２）連結財政状態に関する定性的情報………………………………………２

（３）連結業績予想に関する定性的情報………………………………………２

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動…………………２

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示………………２

３．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表……………………………………………………３

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書………………  ４

（３）継続企業の前提に関する注記……………………………………………  ６

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記……………………  ６

４．平成31年３月期　第１四半期決算説明資料

（１）損益の状況（単体）………………………………………………………  ７

（２）金融再生法開示債権………………………………………………………  ８

（３）自己資本比率（国内基準）（連結）……………………………………  ８

（４）時価のある有価証券の評価差額（連結）………………………………  ９

（５）預金・貸出金の残高（単体）……………………………………………  ９

（６）預り資産残高………………………………………………………………  ９

目 次

㈱南日本銀行（8554）平成31年３月期 第１四半期決算短信

－ 1 －



１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

　　　当第１四半期の連結経営成績につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　経常収益は、貸出金利息や金融商品販売手数料及び国債等債券売却益の減少等により、前年同

　　四半期に比べ２億59百万円減少し、41億88百万円となりました。

　　　経常費用は、営業経費及び与信関係費用の減少等により、前年同四半期に比べ２億78百万円減

　　少し、36億77百万円となりました。

　　　この結果、当第１四半期の経常利益は、前年同四半期に比べ20百万円増加し、５億11百万円と

　　なり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同四半期に比べ38百万円増加し、３億62百万

　　円となりました。

（２）連結財政状態に関する定性的情報

　　　当第１四半期の連結財政状態につきましては、以下のとおりとなりました。

　　　総資産は、前連結会計年度末に比べ100億70百万円増加し、8,073億46百万円となりました。

　　　預金は、前連結会計年度末に比べ107億32百万円増加し、7,529億61百万円となりました。

　　　貸出金は、前連結会計年度末に比べ32億15百万円減少し、5,625億40百万円となりました。

　　　有価証券は、前連結会計年度末に比べ４億92百万円減少し、850億86百万円となりました。

（３）連結業績予想に関する定性的情報

　　　平成30年５月９日に公表しました業績予想に変更はありません。

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

　　　該当事項はありません。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

　　　該当事項はありません。
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（３）継続企業の前提に関する注記

　　　該当事項はありません。

　

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

　　　該当事項はありません。
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４.平成31年３月期　第１四半期決算説明資料

 （1）　損益の状況（単体）
　　　 (単位：百万円)

( ) ( ) ( )

96△ 54

147

108

350

う ち 株 式 関 係 損 益 42

497

△ 0

四 半 期 （ 中 間 ） 純 利 益

経 常 利 益

法 人 税 等 合 計

210

△ 58

476

166

△ 7

39

46928

700

400

平成30年３月期

第１四半期

（３ヶ月間）

平成31年３月期

第２四半期予想

（６ヶ月間）

2,576

1,383

平成31年３月期

第１四半期

（３ヶ月間）

△ 75

3,461△ 61

△ 287 △ 265△ 22

与 信 関 係 費 用 （ ① ＋ ② ） 96 △ 96 192

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

316

△ 5 152

△ 90 180う ち 不 良 債 権 処 理 額 ②

特 別 損 益

△ 171

34

人 件 費

物 件 費

税 金

う ち 国 債 等 債 券 損 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ① 6

615

611

業 務 純 益

620

業務純益（一般貸倒引当金繰入前）

90

税 引 前 四 半 期 純 利 益

△ 191

22498

7

臨 時 損 益 △ 116

前年同期比

3,122

621

75

△ 85

3,400

△ 5010

△ 70

3,256

3,1973,112

△ 134

60

10

△ 9

△ 19

△ 52

11

業 務 粗 利 益

1,397

943

160

（ コ ア 業 務 粗 利 益 ）

資 金 利 益

そ の 他 業 務 利 益

役 務 取 引 等 利 益

経 費 （ 臨 時 処 理 分 を 除 く ） 2,501

1,013

14

コ ア 業 務 純 益

667

△ 48 58

179

△ 58 679

△ 5

 
○コア業務純益 
 コア業務純益は、経費が減少したものの、資金利益及び役務取引等利益の減少等により、前年同
期比９百万円減少の６億11百万円となりました。 
 
○経常利益・四半期純利益 
 経常利益については、与信関係費用の減少により前年同期比22百万円増加の４億98百万円、四
半期純利益は前年同期比34百万円増加の３億50百万円となりました。 
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（2）　金融再生法開示債権

　（部分直接償却は実施しておりません。）

①単体 （単位：百万円）

②連結 （単位：百万円）

（3）　自己資本比率（国内基準）（連結）

　（参考）

　　　　　総与信合計（Ｂ）

　　　　　合　計（Ａ）

要管理債権

危険債権

　　　　　合　計（Ａ）

正常債権

　　　　　総与信合計（Ｂ）

開示債権比率（Ａ/Ｂ）

危険債権

要管理債権

△ 445

△ 879

△ 190

7,253

20,451

6,540

平成30年6月末
29年6月末比 30年3月末比

1,385

160

△ 614

34,245

△ 3

△ 456

533,657

平成30年3月末

△ 128

7,093

21,065

6,543

平成29年6月末

7,698

21,330

6,730

△ 1,514

567,903

△ 445

平成30年6月末

△0.26%

29年6月末比

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の平成30年６月末の開示債権比率は、5.46％となります。

7,093

6.29% 6.07%

△ 1,136 △ 613

160

6.03% △0.04%

30年3月末比

7,253

21,428

（注）　上記予想値は、経営環境に関する前提条件の変化等に伴い変動することがあります。

6,730 6,543

36,993

6.20% △0.32% △0.05% 6.52%開示債権比率（Ａ/Ｂ）

正常債権

△ 190 △ 36,540

8.4%程度

※　当行は部分直接償却を実施しておりませんが、実施した場合の平成30年６月末の開示債権比率は、5.64％となります。

平成30年3月末（実績）

8.32%連結自己資本比率

平成30年9月末（予想値）

35,759

35,222

532,187

567,409

△ 456

1,834 △ 2,797

63 △ 3,253

△ 1,771

6.25%

35,678

534,984

567,346 570,662

34,701

536,504

571,206

532,272

568,031

530,353

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

破産更生債権及びこれらに準ずる債権

22,564 22,041

7,698

平成30年3月末平成29年6月末

△ 2,847

△ 3,303
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（4）　時価のある有価証券の評価差額　（連結）

　（単位：百万円）

株式

債券

その他

　（単位：百万円）

（5）　預金・貸出金の残高　（単体）

（単位：百万円）

（6）　預り資産残高
（単位：百万円）

1,571 1,433公共債 1,809 238 376

1,084 494 

1,748 1,872 123 

1,404 1,416 11 

83,751 3,743 4,372 629 

60,550 

時価 　評価差額

うち益 うち損

7,341 

　　　２．　なお、満期保有目的の債券に係る含み損益は以下のとおりであります。

　評価差額

平成29年6月末

時価 　評価差額

平成30年6月末

時価

うち益 うち損

平成30年3月末

うち益

平成30年3月末

　含み損益 　含み損益 　含み損益帳簿
価額 うち損うち益

預　金　（末残） 753,097

平成30年6月末 平成29年6月末

帳簿
価額

帳簿
価額 うち損うち益 うち損

182,664

△ 10 9 1,239 751 △ 19 0 7 

平成30年6月末

19 

30年3月末比

平成30年6月末 平成29年6月末
29年6月末比 30年3月末比

9,669 10,812 743,428

5,397 △ 753

1,774 

1,168 321 

平成30年3月末

1 784 0 11 

平成29年6月末
29年6月末比

15,860 

455 87,201 

1,456 1,479 

4,063 

15,486 930 1,237 

1,676 1,712 1,838 

2,142 526,528

4,492 429 

126 7,396 

5,514

98 

8 △ 3,265 563,026

△ 1,313 △ 4,396 528,839

うち益 うち損

563,034

527,526

83,288 3,916 4,372 

うち法人預金 188,061

うち中小企業・個人向貸出

その他有価証券

満期保有目的
の債券

貸　出　金　（末残）

61,197 1,357 1,364 

うち個人預金 532,042

7,102 

投資信託 14,638 △ 2,499 95

合　　計 85,623 266 897

個人年金保険等 69,175 2,527 425 66,648 68,750

742,285

529,900

188,814

566,299

17,137 14,543

平成30年3月末

531,922

84,72685,357

　（注）１．　「評価差額」は、各連結会計期間末日時点の帳簿価額(償却原価法適用後、減損処理後)と時価との差額を計上して

　　　　　　おります。ただし、株式及び受益証券については各連結決算月の１ヵ月平均に基づいた市場価格等に基づく時価との

　　　　　　差額を計上しております。

7 64,317 

14,989 846 

23 

307 589 
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